
No.119

地
域
を
育
む
︑
未
来
を
耕
す

地
域
を
育
む
︑
未
来
を
耕
す

特集

地
域
と
農
業
を
結
ぶ　

鹿
嶋
市
農
業
公
社

地
域
と
農
業
を
結
ぶ　

鹿
嶋
市
農
業
公
社

や
っ
た
ー

や
っ
た
ー
と
れ
た
！

と
れ
た
！

（令和 6年 12 月議会を掲載）

特集　鹿嶋市農業公社
議決結果・討論・意見書

委員会の活動

ここが知りたい！一般質問

きかせて！あなたの夢

2・3

4～ 7

8・9

10～ 15

16

令和 7 年 2 月 1 日発行



鹿嶋市農業公社　
地域を育む、
未来を耕す

特集

主
に
米
苗
の
販
売
や
ピ
ー
マ
ン
苗

の
販
売
、農
作
業
の
受
託
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
農
作
業
の
受
託

業
務
は
、部
分
的
な
委
託
も
あ
れ

ば
、全
て
の
作
業
を
委
託
す
る
方

も
い
ま
す
。
ま
た
、自
前
で
ハ
ウ

ス
を
持
っ
て
い
る
方
は
、芽
出
し

苗
を
買
う
こ
と
で
費
用
を
抑
え
る

な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

た
依
頼
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
に
は
米
苗
を
約

２
万
８
千
箱
ほ
ど
販
売
し
ま
し
た
。

※
芽
出
し
苗
…
種
子
が
発
芽
し
始
め
た
状
態
の
苗

現
状
、育
て
る
こ
と
が
で
き
る
畑

が
な
い
た
め
難
し
い
状
況
で
す
が
、

将
来
的
に
は
種
類
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

事
務
職
員
が
３
名
、現
場
作
業
を

行
う
職
員
が
３
名
の
計
６
名
で
す
。

何
と
か
こ
な
し
て
い
る
状
況
で
す
。

繁
忙
期
に
は
臨
時
の
職
員
を
雇
う

こ
と
で
、対
応
し
て
い
ま
す
。田
ん

ぼ
に
機
械
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、理
由
が
な
い
限
り
は

業
務
を
受
け
て
い
ま
す
が
、あ
ま

り
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
公
社
の
主
な
業
務
内
容
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

将
来
的
に
苗
の
種
類
を
増
や
す
よ

う
な
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

現
場
作
業
を
行
う
職
員
が
３
名
と

聞
く
と
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
業
務
状
況
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
か
。

現
在
、
職
員
は
何
名
程
い
る
の
で

す
か
。

　農業公社では、農作業の受託業務など、さまざまな取り組みを行うことで、地域へ貢献をし
ています。日本の食料自給率低下など、農業についてさまざまな問題提起がなされているなかで、
農業公社がどのような役割を担っているのか取材を行いました。

農
業
公
社

農
業
公
社

農
業
公
社

農
業
公
社

※

農業公社の方にお話を伺っている様子
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毎
年
、
豊
郷
小
学
校
の
敷
地
内
で

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
苗
植
え
か
ら
芋
堀
り
ま
で
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
く
農
業
体
験
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
高
騰
し
て
お

り
、
現
在
使
用
し
て
い
る
機
械
の

修
繕
に
つ
い
て
も
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
の
方
の
高

齢
化
に
よ
り
、
業
務
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
農
業
公
社
の
職
員

を
増
員
す
る
な
ど
、
何
か
し
ら
の

対
応
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、

農
業
公
社
が
地
域
農
業
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
苗
の
販
売

や
農
作
業
の
受
託
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
農
業
体
験
の
提

供
な
ど
、
幅
広
い
活
動
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
応
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
作
業
の
受
託
業
務
以
外
で
、
地

域
の
方
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

取
材
を
終
え
て

現
在
、
業
務
を
行
っ
て
い
る
な
か

で
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
ま
す

か
。

その他

作業名 単位 作業料金

草刈り （トラクター使用） １０a
12,000円

～２０，０００円

畦塗り （トラクター使用） １m ６０円

プラウ耕起 １０a ６，０００円

肥料散布 １０a ３，０００円

堆肥販売 １バケット ２，０００円

堆肥配達 １バケット ３００円

堆肥散布 １バケット １，０００円

播種 ・プラソイラー １０a ６，０００円

ライスセンター

作業名 単位 作業料金

乾燥 ・調整 （個別） 玄米 （30kg） 1,000円

米袋 （玄米用） ６０円／袋

米袋 （くず米用） ４０円／袋

水田

作業名 単位 作業料金

ロータリー耕 （１番耕） １０a ６，０００円

ロータリー耕 （２番耕） １０a ５，０００円

代かき １０a ８，０００円

機械田植え １０a ７，０００円

自脱型コンバイン １０a ２０，０００円

水稲苗 (成苗 ) １箱 ７５０円

水稲苗 (芽出し苗 ) １箱 ４８０円

農業公社の受託作業
（詳細は農業公社にお問合せください）

農
業
公
社

農
業
公
社

議

員

※料金は税抜き価格となっています。
【お問合せ】　TEL：0299-83-5611

豊郷小学校児童による農業体験の様子
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 12 
定例会

月

市長から提出された議案28件

議案第59号 令和6年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第5号） 13億6,736万2千円を追加（総額260億279万7千円） 原案可決

議案第60号 令和6年度鹿嶋市国民健康保険特別会
計補正予算（第1号） 525万3千円を追加（総額66億6,263万4千円） 原案可決

議案第61号 令和6年度鹿嶋市介護保険特別会計補
正予算（第2号） 1億2,735万8千円を追加（総額50億8,282万1千円） 原案可決

議案第62号 令和6年度鹿嶋市公共料金等集合支払
特別会計補正予算（第1号） 4,900万円を追加（総額3億4,4000万円） 原案可決

議案第63号 令和6年度鹿嶋市農業集落排水事業会
計補正予算（第1号） 収益的支出・・・392万5千円を追加（1億2,947万5千円） 原案可決

議案第64号 鹿嶋市医療福祉費支給に関する条例
医療福祉費支給制度における所得制限を条文に明記する等の所要の整
理を行い、また、鹿嶋市子ども特別医療福祉費支給に関する条例との
統合を行うため、条例の全部を改正するもの。

原案可決

議案第65号
鹿嶋市地域包括支援センターの職員等
に係る基準を定める条例の一部を改正
する条例

介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準の改正に伴い、条例に定める基準の変更、文言の整理等
を行うため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第66号 鹿行広域事務組合規約の変更について 養護老人ホーム及び訪問介護事業に関する事務について、当該事務を
組合の共同処理する事務から除くため、組合規約の一部を改正するもの。 原案可決

議案第67号 鹿行広域事務組合の共同処理する事務
の変更に伴う財産処分について

鹿行広域事務組合の共同処理する事務から養護老人ホーム及び訪問介
護事業に関する事務を除くことに伴う財産処分を定めるもの。 原案可決

議案第68号

鹿嶋市固定資産評価審査委員会委員の
選任について

鹿嶋市固定資産評価審査委員会委員の選任に当たり、議会の同意を求
めるもの。任期は令和6年12月26日から3年間。
佐藤　真彦 氏（再任）/箕輪　与志雄 氏（新任）/諏訪　知子 氏（新任）

原案同意

議案第69号 原案同意

議案第70号 原案同意

議案第71号 鹿嶋市大野潮騒はまなす公園及び附属
施設の指定管理者の指定について

鹿嶋市大野潮騒はまなす公園及び附属施設の指定管理者として、特定
非営利活動法人はまなす楽遊会を指定するもの。 原案可決

議案第72号 高松緑地（公園部分）の指定管理者の
指定について

高松緑地（公園部分）の指定管理者として、特定非営利活動法人かし
まスポーツクラブを指定するもの。 原案可決

議案第73号 卜伝の郷運動公園（公園部分）の指定
管理者の指定について

卜伝の郷運動公園（公園部分）の指定管理者として、株式会社鹿島ア
ントラーズ・エフ・シーを指定するもの。 原案可決

議案第74号 市道路線の認定について 宮中地内において寄附された道路1路線を認定するもの。 原案可決

議案第75号 鹿嶋市立カシマスポーツセンター外 3
施設の指定管理者の指定について

鹿嶋市立カシマスポーツセンター、卜伝の郷運動公園多目的球技場、
鹿嶋市立大野第一球場及び鹿嶋市立はまなす公園球場の指定管理者と
して、株式会社鹿島アントラーズ・エフ・シーを指定するもの。

原案可決

議案第76号 鹿嶋市立中央公民館体育館及び庭球場
外5施設の指定管理者の指定について

鹿嶋市立中央公民館（体育館・庭球場）、高松緑地（多目的球技場・
野球場・庭球場・クラブハウス）鹿嶋市立北海浜多目的球技場、鹿嶋
市立高松球場、鹿嶋市立新浜緑地多目的球技場（天然芝グラウンド・
庭球場・管理棟）及びいきいきゆめプール（温水プール）の指定管理
者として、特定非営利活動法人かしまスポーツクラブを指定するもの。

原案可決

議案第77号 令和6年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第6号） 1億9,701万2千円を追加（総額261億9,980万9千円） 原案可決

令和 6 年度鹿嶋市一般会計補正予算などについて審議
12 月 6 日 ~12 月 20 日の 15 日間、令和 6 年第 4 回定例会が開催され、市長から提出された 28 件の議案や議会へ提出された
1 件の陳情、議員から提出された 1 件の意見書を審査しました。議決結果は次のとおりです。
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賛成 = ○、反対 = ×、棄権 = △、欠席 = －    ※内田政文議長は、採決に加わりません。

議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案の
賛 否 結 果

未来かしま
公明

かしま

日
本
共
産
党

幹会 有志の会

池
田　

芳
範

根
崎　

彰

小
池　
み
よ
子

栗
林　

京
子

笹
沼　

康
弘

内
野　

敬
仁

中
薗　

薫

樋
口　

龍
章

山
口　

哲
秀

横
山　

揚
久　

立
原　

弘
一

宇
田　

一
男

菅
谷　

毅

舛
井　

明
宏

佐
藤　

信
成

田
口　

茂

河
津　

亨

斉
藤　

裕
樹

加
勢　

誠

議案第 83 号　
鹿嶋市特別職の職員の給与並びに
旅費及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×

市長から提出された議案28件

議案第78号 令和6年度鹿嶋市介護保険特別会計
補正予算（第3号） 215万3千円を追加（50億8,497万4千円） 原案可決

議案第79号 令和6年度鹿嶋市水道事業会計補正
予算（第2号） 収益的支出・・・322万5千円を追加（総額17億9,192万2千円） 原案可決

議案第80号 令和6年度鹿嶋市下水道事業会計補
正予算（第2号）

収益的支出・・・399万8千円を追加（総額15億6,489万円）
資本的支出・・・17万3千円を追加（総額12億4,803万7千円） 原案可決

議案第81号 令和6年度鹿嶋市農業集落排水事業
会計補正予算（第2号） 収益的支出・・・12万1千円を追加（総額1億2,959万6千円） 原案可決

議案第82号
鹿嶋市職員の給与に関する条例及
び鹿嶋市一般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関する条例の
一部を改正する条例

民間給与との較差是正のための人事院勧告及び国家公務員に係る一般
職の給与に関する法律改正に準じて給料及び賞与の引上げ等を行うた
め、関連する条例の一部を改正するもの。

原案可決

議案第83号
鹿嶋市特別職の職員の給与並びに
旅費及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

一般職の職員に準じて市長及び議員等の期末手当の引上げを行うた
め、条例の一部を改正するもの。 原案可決

議案第84号
鹿嶋市会計年度任用職員の給与及
び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

常勤職員に準じて会計年度任用職員の給料の引上げを行うため、条例
の一部を改正するもの。 原案可決

議案第85号
鹿嶋市任期付市費負担教職員の採
用、給与及び勤務条件等の特例に
関する条例の一部を改正する条例

茨城県人事委員会勧告に基づき県費負担教職員に適用される「職員の
給与に関する条例」の一部が改正されたことに伴い、これに準じて市
費負担教職員の給料表を改めるため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

報告第5号 専決処分について（令和6年度鹿嶋
市一般会計補正予算（第4号）） 3,535万1千円を追加（総額246億3,543万5千円） 原案承認

<議会に提出された陳情　1件>

令和6年陳情
第5号

地域社会に貢献するシルバー人材
センターの決着と支援の要望

シルバー人材センター事業の推進に必要な補助金等の確保や、セン
ターに対する事業発注等、安定的な運営が可能となる対応について強
く要望するもの。

採択

<議員から提出された意見書　1件>

意見書第4号
基礎控除と給与所得控除、特定扶
養控除額の拡大による税収減は国
で負担し、地方財政へ影響を与え
ないことを求める意見書

地方自治法第99条の規定に基づき国会及び関係省庁へ意見書を提出す
るもの。
詳細は7ページへ！

原案可決
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議
案
第
83
号
は
、
一
般
職
員
に
準
じ
て
、
特
別
職

の
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
内
容
だ
が
、
特
別
職
に

つ
い
て
は
異
な
る
視
点
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
市
民

は
実
質
賃
金
の
低
下
と
異
常
な
物
価
高
騰
の
中
で
、

日
々
の
生
活
を
守
る
た
め
必
死
に
努
力
し
て
い
る
。

政
治
は
そ
の
現
実
に
寄
り
添
う
必
要
が
あ
る
が
、
現

在
は
そ
の
役
割
を
果
た
せ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
た
と
え
少
額
で
あ
っ
て
も
期
末
手
当

を
増
額
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
厳
し
い
経
済
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民

に
寄
り
添
う
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
理

由
か
ら
議
案
第
83
号
に
は
反
対
と
す
る
。

議
案
第
83
号
は
、人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
、
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上
げ

る
た
め
の
条
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
の
財

政
状
況
は
厳
し
く
、
令
和
6
年
度
末
の
財
政
調
整
基

金
は
、
令
和
5
年
度
末
と
比
較
し
て
約
9
千
万
円
の

減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

を
招
い
た
責
任
は
、
議
員
に
も
一
定
程
度
あ
る
と
考

え
る
。
報
酬
増
額
分
は
少
額
で
は
あ
る
も
の
の
、
市

に
と
っ
て
は
貴
重
な
財
源
で
あ
る
。
そ
し
て
、
物
価

高
騰
に
苦
し
む
市
民
の
皆
さ
ん
と
苦
し
み
を
共
有

す
る
こ
と
を
表
す
た
め
に
も
、
議
案
第
83
号
に
は
反

対
と
す
る
。

本
補
正
予
算
に
は
、
議
案
第
83
号
に
関
連
す
る
特

別
職
の
期
末
手
当
の
増
額
が
含
ま
れ
て
お
り
、
特
別

職
全
員
分
で
、
約
50
万
円
程
度
の
増
額
と
な
る
内
容

で
あ
る
。
し
か
し
、
市
は
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

た
め
、
増
額
分
に
つ
い
て
は
受
け
取
ら
な
い
こ
と
と

す
る
予
算
修
正
案
が
予
算
決
算
常
任
委
員
に
提
出

さ
れ
、
私
は
そ
の
予
算
修
正
案
に
対
し
賛
成
を
行
っ

た
が
、
結
果
と
し
て
予
算
修
正
案
は
否
決
さ
れ
た
。

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
期

末
手
当
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
ル
ー
ル
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
議
案
第
77
号
に
は
職

員
の
給
与
費
増
な
ど
、
重
要
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
賛
成
と
す
る
。

人
事
院
勧
告
は
、
社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
し
た

適
正
な
給
与
水
準
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
今
回
の
条
例
改
正
は
、
一
般
職
の
職
員
に
準
じ

て
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
引
き
上
げ
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
一
般
職
、
特

別
職
を
問
わ
ず
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
た
給
与
改

正
を
行
っ
て
お
り
、
過
去
に
は
引
き
下
げ
を
行
っ
て

き
た
経
過
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
度
の
安
定
性

の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
適
切
な
改
正

を
行
う
必
要
が
あ
る
。
本
市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、

市
民
へ
の
影
響
を
憂
う
点
に
お
い
て
は
、
全
議
員
が

同
じ
思
い
で
あ
る
た
め
、
本
条
例
は
可
決
し
た
う
え

で
、
議
会
と
し
て
別
の
手
段
を
し
っ
か
り
検
討
す
べ

き
こ
と
を
申
し
添
え
て
、
議
案
第
83
号
に
賛
成
と
す

る
。

し
て
も
低
い
水
準
で
あ
る
た
め
、
環
境
の
整
備
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
市
の
財
政
状
況
は

厳
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
縮
小
さ
れ

て
い
る
現
状
を
鑑
み
る
と
、
特
別
職
、
議
員
の
期
末

手
当
を
上
げ
る
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て
納
得
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
招
い

た
の
は
、
議
会
の
責
任
で
も
あ
る
た
め
、
少
額
で
は

あ
る
が
、
市
に
戻
す
こ
と
で
、
市
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
以
上
の
理
由
か
ら

議
案
83
号
に
つ
い
て
は
反
対
と
す
る
。
ま
た
、
議
案

第
77
号
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
83
号
に
関
連
す
る
予

算
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
枠
の
予
算
に
つ
い
て
は

速
や
か
に
執
行
を
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
た
め
、
賛

成
と
す
る
。

鹿
嶋
市
議
会
議
員
の
報
酬
は
他
自
治
体
と
比
較

議
案
第
83
号　

鹿
嶋
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
83
号　

鹿
嶋
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
77
号　

令
和
6
年
度
鹿
嶋
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

議
案
第
83
号　

鹿
嶋
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
77
号　

令
和
6
年
度
鹿
嶋
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
6
号
）

議
案
第
83
号　

鹿
嶋
市
特
別
職
の
職
員
の

給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

討
論反

対
反
対      

反
対
反
対      

反
対
反
対      

賛
成
賛
成      

立
原
立
原  
弘
一
議
員

弘
一
議
員

宇
田
宇
田  

一
男
議
員

一
男
議
員

舛
井
舛
井  

明
宏
議
員

明
宏
議
員

佐
藤
佐
藤  

信
成
議
員

信
成
議
員

池
田
池
田  

芳
範
議
員

芳
範
議
員

賛
成
賛
成      

賛
成
賛
成      
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物価が高止まりし、日常生活を営むのに必要な費用が増加しているなか、いわゆる
「年収 103 万円の壁」の上げ幅について国でも論じられている。

当市においても、子育て世帯、特に大学に進学させている家庭からは、基礎控除、
給与所得控除、特定扶養控除等の控除額の上限額を上げることへの期待感が高い。

また人手不足に悩む市内企業経営者からも、労働時間の確保につながるとの期待も
寄せられている。

さらに社会制度全体として、働く意欲があり時間的制約の無い方が、働ける社会を
作ることは生産的である。

国でもこれら控除額を来年度から上げていくことが明言されているが、その財源に
ついては明確になっておらず、地方自治体が負担する可能性も残っているが、当市に
おいては、そのような負担をするような余力は無い。よって、これら税制改正におけ
る地方税の減収分については、国が全額負担するものとし、下記事項について強く求
めます。

基礎控除と給与所得控除、
特定扶養控除額の拡大による税収減は国で負担し、
地方財政へ影響を与えないことを求める意見書

記

１　地方自治体の財政状況に悪影響を及ぼすことのないよう、国の責任で適切な措置
　　を講じること。

２　他の税制との整合性をはかり、地方自治体及び企業経理事務に過大な負担をかけ
　　ないこと。

　　以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出する。

意
見
書
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総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
5
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
83
号　

鹿
嶋
市
特
別
職

の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
議
案
概
要
】

一
般
職
の
職
員
に
準
じ
て
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
、
議
員
の
期
末

手
当
の
引
上
げ
を
行
う
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問
特
別
職
の
報
酬
は
遡
及
さ

れ
な
い
の
か
。
ま
た
、
期

末
手
当
の
引
上
げ
は
、
社
会
情
勢

適
応
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。答

特
別
職
の
報
酬
は
、今
回

改
正
し
な
い
た
め
遡
及
を

し
な
い
。期
末
手
当
は
、情
勢
適
応

の
原
則
に
従
っ
て
引
上
げ
た
国
に

準
じ
て
引
上
げ
て
い
る
た
め
、直

接
的
で
は
な
い
に
し
ろ
、情
勢
適

応
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

 

賛
成
討
論

上
位
法
等
に
準
じ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
を
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
が
、
今
後
、
上
位
法
関
連

議
案
及
び
市
独
自
の
議
案
の
取
扱

い
は
慎
重
に
対
応
す
べ
き
。

 

賛
成
討
論

人
事
院
勧
告
に
は
情
勢
適
応
の

原
則
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
に
よ
り
制

度
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 

反
対
討
論

特
別
職
の
期
末
手
当
の
引
上
げ

に
関
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
等
を

鑑
み
、
一
定
程
度
身
を
切
る
工
夫

も
必
要
と
判
断
す
る
。

採
決
の
結
果
、
議
案
第
66
号
、

議
案
第
67
号
、
議
案
第
82
号
及
び

議
案
第
84
号
は
全
会
一
致
を
も
っ

て
、
議
案
第
83
号
は
賛
成
多
数
を

も
っ
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
、16
日
に
開
催
し
た

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
、補

正
予
算
10
件
、報
告
１
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。ま
た
、16
日
に

は
、委
員
の
一
人
よ
り
、特
別
職
の

期
末
手
当
の
改
正
を
見
送
る
た
め
、

議
案
第
77
号
に
対
す
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
、併
せ
て
審
査
し
ま
し

た
。

 

主
な
議
案

■
議
案
第
77
号　

令
和
４
年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）

問
議
員
が
補
正
予
算
案
に
計

上
さ
れ
て
い
る
期
末
手
当

を
返
納
し
た
場
合
、公
職
選
挙
法

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
に
該
当

す
る
の
か
。

答
返
納
の
手
法
を
採
用
し
た

場
合
、寄
附
に
該
当
す
る

恐
れ
が
あ
る
。

問
特
別
職
の
人
事
院
勧
告
に

お
け
る
期
末
手
当
へ
の
影

響
額
の
推
移
は
。

答
令
和
６
年
度
の
０
．
０
５

月
引
上
げ
は
令
和
５
年
度

の
引
上
げ
の
約
２
分
の
１
の
影
響

額
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度

に
つ
い
て
は
０
．０
５
月
分
の
減
、

令
和
３
年
度
は
据
え
置
き
、平
成

26
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
つ
い

て
は
増
額
勧
告
と
な
っ
て
い
る
。

 
討
論

議
案
第
77
号
に
は
一
般
職
員
や
会

計
年
度
任
用
職
員
の
予
算
も
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、不
本
意
な

が
ら
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、議
案
第
77
号
に

対
す
る
修
正
案
に
つ
い
て
は
、可

否
同
数
に
よ
り
、委
員
長
に
お
い

て
否
決
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し

た
。ま
た
、原
案
の
議
案
第
77
号
に

つ
い
て
は
、全
員
賛
成
で
、原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決

定
し
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
他
全
て

の
議
案
に
つ
い
て
は
、全
員
賛
成

で
、原
案
の
と
お
り
可
決・承
認
す

べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

特
別
職
の
期
末
手
当
等
に
つ
い
て
審
査

特
別
職
（
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
議
員
）
の
期

末
手
当
の
改
正
が
争
点
に

総 務 生 活 委 員 会

予 算 決 算 常 任 委 員 会 ●
委
員
会
の
活
動
●

※
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
4
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の

採
決
の
結
果
は
、
本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。
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都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
４
件
の

議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

主
な
質
疑 

■
議
案
第
71
号　

鹿
嶋
市
大
野
潮

騒
は
ま
な
す
公
園
及
び
付
属
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
議
案
概
要
】

鹿
嶋
市
指
定
管
理
者
選
定
審
議
会

に
お
い
て 

指
定
管
理
者
と
し
て
適

当
で
あ
る
と
答
申
の
あ
っ
た
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
は
ま
な
す
楽

遊
会
を
、
鹿
嶋
市
大
野
潮
騒
は
ま

な
す
公
園
及
び
付
属
施
設
の
指
定

管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は

ま
な
す
楽
遊
会
の
事
業
計

画
が
評
価
さ
れ
た
点
は
ど
こ
か
。

答
現
地
を
よ
く
確
認
し
て
お

り
、
積
極
的
な
課
題
整
理

に
つ
い
て
な
ど
、
意
欲
的
な
提
案

が
あ
っ
た
、
と
の
審
議
会
委
員
か

ら
評
価
が
あ
っ
た
。

問
審
議
会
で
の
申
請
者
情
報

は
公
開
か
、
非
公
開
か
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
非
公
開
に
す

べ
き
。

 

答
今
回
の
審
議
会
は
実
態
と

し
て
、
申
請
者
公
開
の
状

態
で
行
わ
れ
た
。
ご
指
摘
も
踏
ま

え
、
今
後
の
審
議
会
運
営
の
際
に

改
め
て
整
理
し
て
い
く
。

 

意
見　予

算
を
削
減
し
な
が
ら
も
、
利

用
者
の
た
め
に
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢
が
な

け
れ
ば
、
よ
く
な
っ
て
は
い
か
な

い
。
予
算
削
減
に
向
け
て
緊
張
感

を
も
っ
て
指
定
管
理
者
の
選
定
に

あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、５
件
の

議
案
と
１
件
の
陳
情
を
審
査
し
ま

し
た
。

 

主
な
質
疑

■
議
案
第
76
号

鹿
嶋
市
立
中
央
公
民
館
体
育
館
及

び
庭
球
場
外
５
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

【
議
案
概
要
】

鹿
嶋
市
指
定
管
理
者
選
定
審
議
会

に
お
い
て 

指
定
管
理
者
と
し
て

適
当
で
あ
る
と
答
申
の
あ
っ
た
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
し
ま
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
、鹿
嶋
市
立
中

央
公
民
館
体
育
館
及
び
庭
球
場
外

５
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
も
の
。

【
施
設
名
】

①
中
央
公
民
館（
体
育
館・庭
球
場
）

②
高
松
緑
地
③
北
海
浜
多
目
的
球

技
場
④
高
松
球
場
⑤
新
浜
緑
地
多

目
的
球
技
場
⑥
い
き
い
き
ゆ
め

プ
ー
ル問

高
松
温
水
プ
ー
ル
が
３
月

末
で
閉
鎖
と
な
る
が
、今

後
の
職
員
雇
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
指
定
管
理
者
が
、職
員
と

個
別
に
面
談
し
て
お
り
、

調
整
中
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

■
令
和
６
年
陳
情
第
５
号

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援
の

要
望

【
陳
情
概
要
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
安
定

的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
た

め
に
必
要
な
補
助
金
等
の
確
保
や
、

セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
市
か
ら
の
事

業
発
注
の
確
保
に
つ
い
て
を
要
望

す
る
も
の
。

 

意
見

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
貢
献
し
て
い
る

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

採
決
の
結
果
、全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。ま
た
、令
和
６
年
陳
情

第
５
号
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で

採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま

し
た
。

鹿
嶋
市
大
野
潮
騒
は
ま
な
す
公
園
及
び
付
属
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
等
を
審
査

鹿
嶋
市
立
中
央
公
民
館
体
育
館
及
び
庭
球
場
外
５
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
等
を
審
査

都 市 経 済 委 員 会 

文 教 厚 生 委 員 会 

9



　人の
議員が
登壇！

＼ここが知りたい！／

一 般 質 問
一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針など
について質問したり、あるいは報告、説明を求めたりするものです。

質問者 質問項目 ページ 質問者 質問項目 ページ

栗 林 　 京 子
・（仮称）鹿行南部道路の早期事　　
　業化について

11 立 原 　 弘 一
・新可燃ごみ処理施設について
・マイナ保険証について

13

中 薗 　 薫 ・AI の活用について 11 山 口 　 哲 秀
・安全な防犯のまちづくりについ  

て
14

加 勢 　 誠

・鹿嶋市通学路交通安全プログラ
ムについて

・通学用ヘルメットに係るネーミ
ングライツの導入について

12 笹 沼 　 康 弘
・地域保健と職域保健の連携につ 

いて
14

横 山 　 揚 久 ・投票体制について 12 佐 藤 　 信 成 ・デマンドタクシーについて 15

宇 田 　 一 男
・現状の自治体財政・行財政改革

について
13 斉 藤 　 裕 樹

・鹿嶋市洋上風力発電事業における
雇用創出について

・教育施設の遊具について
15

10
質問

【一般質問の YouTube 配信】
一般質問の様子を YouTube で録画配
信しています。

【本会議の音声公開】　　　　　　　　
本会議の音声データを会議録検索シス
テムに議事録が掲載されるまでの間、公
開しています。

【会議録検索システム】
鹿嶋市議会のホームページ内にある会
議録検索システムで、各会議の議事録を
ご覧いただけます。

本市議会の音声公開や YouTube 配信を行っています！

掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「一般質問通告一覧」をご利用ください。
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（
仮
称
）
鹿
行
南
部
道
路
の
早
期

事
業
化
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
（
仮
称
）
鹿
行
南
部
道
路
の
早

期
実
現
化
に
向
け
て
、
市
長
が
先

頭
に
立
っ
て
東
関
東
自
動
車
道
鹿

嶋
神
栖
線
（
仮
称
）
鹿
行
南
部
道

路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
を
設
立

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。　

　
　

都
市
整
備
部
長

都
市
整
備
部
長　

同
盟
会
の

目
的
は
、
潮
来
I
C
か
ら
鹿
島
港

北
公
共
埠
頭
を
経
由
し
、
波
崎
工

業
団
地
ま
で
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
の

建
設
促
進
の
た
め
、
要
望
活
動
等

の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
同

盟
会
の
設
立
を
広
く
周
知
す
る
た

め
、
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
や
茨
城
県
の
関
係
各
位
、
額
賀

衆
議
院
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
同

盟
会
の
顧
問
、
参
与
の
各
級
議
員
、

３
市（
鹿
嶋
市
、
神
栖
市
、
潮
来
市
）

の
商
工
会
や
観
光
協
会
、
鹿
島
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
や
地
元
企
業
な
ど
を

招
き
、
設
立
記
念
式
典
を
１
月
27

日
に
神
栖
市
内
に
お
い
て
開
催
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
地
元
が

（
仮
称
）
鹿
行
南
部
道
路
の
整
備
を

強
く
待
ち
望
ん
で
い
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
記

念
式
典
に
参
加
い
た
だ
い
た
団
体

や
企
業
の
皆
さ
ん
と
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
国
へ
の
要
望
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
（
仮
称
）
鹿
行
南
部
道
路
は
、

鹿
嶋
市
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く

た
め
に
も
非
常
に
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
事
業
で
あ
る
。
早
期
事
業
化
に

向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
市

長
の
思
い
を
伺
う
。

　
　

市
長
市
長　

東
関
東
自
動
車
道
の

鹿
嶋
延
伸
は
鹿
島
開
発
の
集
大
成

で
あ
り
、
58
年
に
わ
た
る
悲
願
で

あ
る
。
そ
の
重
要
な
道
筋
を
私
の

任
期
中
に
ぜ
ひ
成
し
遂
げ
た
い
、

そ
の
よ
う
な
決
意
と
覚
悟
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
市
が
一

丸
と
な
っ
て
神
栖
市
、
潮
来
市
の

協
力
を
得
な
が
ら
整
備
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　　
　

鹿
嶋
市
で
の
Ａ
Ｉ
活
用
状
況

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

D
X
D
X
・
行
革
推
進
室
長

・
行
革
推
進
室
長　

全
庁

的
な
行
政
文
書
事
務
の
効
率
化
の

た
め
、生
成
Ａ
Ｉ
や
、Ａ
Ｉ
-Ｏ
Ｃ

Ｒ
、音
源
文
字
起
こ
し
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、業
務

時
間
の
削
減
と
生
産
性
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
中
で
も
Ａ
Ｉ
-Ｏ
Ｃ

Ｒ
に
つ
い
て
は
、介
護
保
険
や
保
育

業
務
等
の
分
野
で
活
用
し
、大
幅
な

作
業
時
間
の
短
縮
を
達
成
し
て
い

る
。
Ａ
Ｉ
活
用
の
課
題
と
し
て
は
、

生
成
A
I
を
活
用
す
る
際
の
情
報

漏
え
い
リ
ス
ク
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
面
や
生
成
さ
れ
る
回
答
の

正
確
性
の
判
断
が
挙
げ
ら
れ
る
。こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、令

和
５
年
度
に
主
な
注
意
事
項
を
盛

り
込
ん
だ
生
成
Ａ
Ｉ
利
用
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、実
証
実
験
や

説
明
会
等
を
通
じ
て
職
員
の
Ｉ
Ｔ

ス
キ
ル
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
　

A
I
技
術
の
さ
ら
な
る
活
用

を
ど
の
よ
う
に
計
画
を
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、短
期
的
及
び
中
期
的

な
目
標
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
D
X
D
X
・
行
革
推
進
室
長

・
行
革
推
進
室
長　

短
期

的
な
活
用
方
針
は
、Ａ
Ｉ
技
術
の
導

入
に
よ
っ
て
行
政
運
営
を
よ
り
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
行
い
、業
務
の

生
産
性
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、長
期

的
に
は
Ａ
Ｉ
技
術
の
進
展
を
見
据

え
、市
内
に
対
す
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
Ａ
Ｉ
を
使

い
こ
な
せ
る
職
員
の
育
成
を
進
め
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
。

※
Ａ
Ｉ
-Ｏ
Ｃ
Ｒ・・・

P
D
F
や
画
像
に
書
か
れ
て
い
る

文
字
列
を
、デ
ジ
タ
ル
な
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
に
変
換
す
る
技
術

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

•
フ
ィ
リ
ピ
ン 

ダ
ナ
オ
市
と
の
姉

　
妹
都
市
締
結
に
つ
い
て

問

問

問

問

栗
くりばやし

林　京
きょうこ

子 議員

中
な か ぞ の

薗 薫
かおる

議員

答

答

答

答

※

録画映像録画映像

録画映像録画映像
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投
票
率
の
向
上
や
投
票
し
た

く
て
も
で
き
な
い
方
々
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、市
内

の
高
校
や
大
野
区
域
を
中
心
に
移

動
投
票
所
の
運
用
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

市
内
の
高
校
に
移
動
投
票
所
を
設

置
す
る
こ
と
は
、投
票
へ
の
関
心
や

意
識
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。
一
方
で
、移
動
投
票
所
の
運
用

に
つ
い
て
は
、開
設
日
数
が
増
加
す

る
こ
と
か
ら
、投
票
管
理
者
や
従
事

す
る
職
員
な
ど
の
人
員
確
保
が
課

題
と
な
る
。特
に
投
票
所
運
営
を
行

う
職
員
は
、平
日
は
通
常
業
務
が
あ

る
中
で
の
選
挙
動
員
と
な
る
た
め
、

動
員
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、ま

ず
は
高
校
で
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、投
票
所
が
遠
方
と
な
る

地
域
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、投
票

所
へ
の
移
動
支
援
な
ど
、他
市
の
取

組
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、調
査

研
究
を
し
て
い
く
。

　
　

投
票
者
の
混
乱
を
防
ぐ
こ
と

に
よ
る
無
効
票
の
減
少
や
開
票
時

間
の
短
縮
、対
応
職
員
の
縮
減
な
ど

を
行
え
る
こ
と
か
ら
、タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
用
し
た
投
票
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
電
子
投

票
は
、無
効
票
の
減
少
や
開
票
時
間

の
短
縮
を
見
込
め
る
。
ま
た
、画
面

に
表
示
さ
れ
た
候
補
者
を
選
択
す

る
だ
け
で
投
票
で
き
、候
補
者
名
を

記
入
せ
ず
に
投
票
す
る
た
め
、疑
問

票
の
審
査
に
か
か
る
時
間
の
削
減

も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
自
治
体

で
は
、機
器
の
不
具
合
な
ど
が
度
々

生
じ
て
お
り
、信
頼
性
の
向
上
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、経
費
は

自
治
体
で
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
た
め
、高
額
な
シ
ス
テ
ム
費

用
が
課
題
で
あ
り
、こ
れ
ら
が
解
消

さ
れ
て
か
ら
導
入
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検

を
定
期
的
に
行
い
、必
要
に
応
じ

対
策
を
行
う
。
そ
の
後
、対
策
推
進

会
議
な
ど
で
認
定
さ
れ
た
箇
所
を

一
覧
表
に
ま
と
め
、公
表
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、一
覧
表

に
記
載
を
行
う
か
ど
う
か
に
つ
い

て
、工
事
に
よ
る
対
策
が
で
き
る

か
ど
う
か
、予
算
が
取
れ
る
か
ど

う
か
で
決
め
ら
れ
て
い
る
実
態
が

あ
る
と
、私
は
理
解
し
て
い
る
。
ま

ず
は
危
険
な
箇
所
を
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
長

教
育
長　

こ
れ
ま
で
は
主
に

ハ
ー
ド
面
の
対
策
が
必
要
な
危
険

箇
所
を
記
載
し
て
い
た
が
、今
後

は
ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
含
め
た
全

て
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
も
一
覧

表
へ
記
載
し
、対
策
が
完
了
し
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
一
覧
表
か

ら
削
除
し
、別
に
管
理
す
る
な
ど

の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
。
引
き
続
き
、通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　　
　

通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
す
る
こ
と

で
、市
の
財
政
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
な
く
、子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

D
X
D
X
・
行
革
推
進
室
長

・
行
革
推
進
室
長　

ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
使
用
期
間
に
加
え
て
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
も
契
約
期

間
が
あ
る
た
め
、調
整
が
複
雑
に

な
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、

教
育
の
中
立
性
や
公
共
性
の
観
点

か
ら
教
育
施
設
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
の
対
象
外
と
し
て
お
り
、現

状
に
お
い
て
は
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
へ

の
適
用
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、財
源
の
確
保
は

重
要
で
あ
る
た
め
、拡
充
に
向
け

て
、調
査
、検
討
し
て
い
く
。

鹿
嶋
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て

通
学
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
係
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
に

つ
い
て

投
票
体
制
に
つ
い
て

横
よこやま

山 揚
やすひさ

久 議員

質問
問

問

問

問

録画映像録画映像

録画映像録画映像

加
か せ

勢　 誠
まこと

議員

答

答

答

答
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現
状
の
自
治
体
財
政
・
行
財
政

改
革
に
つ
い
て

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い

て

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

　
　

市
長
就
任
後
の
自
治
体
財
政

状
況
の
感
想
と
市
長
公
約
の
進
捗

状
況
、行
財
政
改
革
に
対
す
る
自
己

評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長
市
長　

評
価
と
し
て
は
、短

期
間
で
事
務
事
業
の
断
捨
離
や
意

識
改
革
を
推
進
し
、県
平
均
を
上

回
る
財
政
指
標
の
改
善
を
達
成
で

き
た
点
は
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
一
方
で
、収
支
均
衡
予
算
の
実

現
に
３
年
を
要
し
た
点
は
課
題
と

し
て
認
識
を
し
て
い
る
。
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
の
新
た
な
財
源

確
保
策
以
外
に
も
多
角
的
な
取
り

組
み
を
進
め
、４
年
間
で
換
算
し
約

４
億
9
0
0
万
円
の
改
善
を
実
現

し
た
。今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
未
来
を
見
据
え
た
財
政
運
営

を
進
め
、鹿
嶋
市
で
あ
り
続
け
る
た

め
の
改
革
に
邁
進
し
て
い
く
。

　
　

財
政
的
に
緊
急
事
態
と
も

言
え
る
状
況
下
で
あ
る
本
市
に

は
、安
定
し
た
財
源
の
確
保
が
必

要
と
考
え
る
。
公
共
施
設
の
利
用

料
な
ど
、料
金
改
定
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

昨
今
の
物

価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
に
よ
り

公
共
施
設
な
ど
の
運
営
コ
ス
ト
が

増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、市

民
負
担
の
公
平
性
確
保
と
受
益
者

負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、料
率
や
単

価
の
見
直
し
の
検
討
を
指
示
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、市
民
生
活
へ
の

影
響
を
慎
重
に
見
極
め
つ
つ
、公
共

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
、向
上
さ
せ
、

持
続
的
な
提
供
を
可
能
に
す
る
た

め
、適
切
な
料
金
設
定
に
努
め
て
い

く
。

　
　
各
施
設
に
つ
い
て
は
、十
分
な

整
備
が
で
き
ず
、安
全
性
や
質
に
影

響
が
出
て
き
て
い
る
も
の
が
散
見

さ
れ
る
。利
用
料
の
維
持
継
続
は
市

の
事
業
選
択
の
幅
を
狭
め
て
、本
来

行
う
べ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
将
来
的
に
招
く
こ
と
を
考
慮
す

べ
き
と
考
え
る
。

　　
　

ご
み
の
減
量
化
や
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
削
減
な
ど
、将
来
を
見
据
え
れ

ば
ご
み
の
広
域
化
処
理
を
見
直
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。市
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

市
長
市
長　

市
単
独
で
行
う
こ
と

が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
い
る
が
、イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を
単
独
で
持
つ

こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、市
民
税

の
3
分
の
1
を
ご
み
処
理
の
金
額

と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、今

よ
り
も
ご
み
の
量
を
減
ら
す
こ
と

が
必
要
に
な
る
。市
町
村
で
賄
え
る

だ
け
の
小
規
模
な
ご
み
施
設
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
行
う
が
、現
状
と

し
て
は
現
実
味
が
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
　

　
　

保
険
証
の
廃
止
に
よ
り
、12

月
2
日
以
降
は
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
勘
違
い
を
し
て
い
る

市
民
が
多
数
い
る
。
マ
イ
ナ
保
険

証
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
医
療
機

関
な
ど
で
多
発
す
れ
ば
、そ
の
し

わ
寄
せ
が
市
役
所
の
窓
口
に
来

る
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
な

対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

保
険
証
の

新
規
発
行
終
了
に
よ
り
、被
保
険
者

や
医
療
機
関
か
ら
の
問
合
せ
は
増

え
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、今
後
も

さ
ら
に
、さ
ま
ざ
ま
な
問
合
せ
が
あ

る
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
た
め
、担
当
部
署
に

お
い
て
は
、被
保
険
者
、医
療
機
関
、

保
険
者
の
間
で
想
定
し
得
る
あ
ら

ゆ
る
問
合
せ
に
対
し
分
か
り
や
す

く
丁
寧
に
お
答
え
が
で
き
る
よ
う
、

情
報
収
集
並
び
に
情
報
共
有
に
努

め
て
い
る
。
引
き
続
き
、窓
口
や
電

話
で
の
問
合
せ
状
況
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
、被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に

混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

問

問意

問

宇
う だ

田　一
か ず お

男 議員

立
たちはら

原　弘
ひろいち

一 議員

録画映像録画映像

録画映像録画映像

答

答

答

答
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少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
、医

療
費
拡
大
の
抑
制
は
急
務
と
な
っ

て
い
る
た
め
、健
康
診
断
を
受
け
る

こ
と
で
、病
気
を
早
期
発
見
す
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
若
い
世
代
、特

に
被
扶
養
者
の
健
康
診
断
の
受
診

率
が
低
い
こ
と
か
ら
、若
い
世
代
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
、医
療

費
拡
大
の
抑
制
や
健
康
寿
命
の
延

伸
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。健
康
診
断
の
受
診
率

を
上
げ
る
た
め
に
は
、地
域
保
健
と

職
域
保
健
が
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

働
く
世
代

を
対
象
と
し
た
各
種
保
険
事
業
は
、

複
数
の
制
度
に
基
づ
き
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、制
度
間
の
つ
な

が
り
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。
こ

の
た
め
、国
に
お
い
て
保
険
者
間
の

連
携
推
進
を
図
る
た
め
の
地
域
・
職

域
連
携
推
進
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
策
定
さ
れ
た
。
現
在
、鹿
行
保
健

医
療
圏（
潮
来
保
健
所
管
内
）で
も

地
域
・
職
域
連
携
推
進
協
議
会
の
設

置
に
よ
り
、地
域
に
即
し
た
生
活
習

慣
病
の
予
防
を
行
う
た
め
、健
康
診

断
の
実
施
状
況
、健
康
情
報
の
共
有

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、今
年
度
か

ら
協
議
会
内
に
専
門
部
会
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、市
と
し
て
も
地

域
で
の
継
続
的
な
健
康
管
理
の
支

援
が
行
え
る
よ
う
、必
要
な
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

※
地
域
保
健・・・

自
営
業
者
や
農
・
漁
業
者
な
ど
が
住

所
を
基
準
と
し
て
加
入
す
る
国
民

健
康
保
険

※
職
域
保
健・・・

共
済
組
合
や
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
、被

用
者
と
そ
の
扶
養
家
族
を
加
入
条

件
と
す
る
社
会
保
険

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

•
が
ん
検
診
に
つ
い
て

•
元
気
で
賢
い
鹿
嶋
っ
子
育
成
、国

　
語・算
数
教
育
に
つ
い
て

　
　

茨
城
県
の
令
和
５
年
住
宅
侵

入
窃
盗
事
件
犯
罪
率
は
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
だ
っ
た
。本
市
の
防
犯
対
策
の

取
組
と
方
針
を
伺
う
。

　
　

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

鹿
嶋
警
察

署
を
は
じ
め
、鹿
島
地
区
防
犯
協
会
、

自
警
団
な
ど
の
関
連
団
体
と
連
携

し
、高
齢
者
や
地
域
住
民
を
対
象
と

し
た
啓
発
活
動
や
注
意
喚
起
に
努

め
て
お
り
、特
殊
詐
欺
対
策
講
座
の

開
催
や
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、自
警
団

に
よ
る
小
中
学
生
の
登
下
校
時
に

お
け
る
見
守
り
活
動
や
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
を
用
い
た
周
知
活
動
、防

犯
灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、さ
ら

に
は
防
災
無
線
を
活
用
し
警
察
か

ら
地
域
住
民
へ
の
注
意
喚
起
情
報

を
放
送
す
る
な
ど
、地
域
全
体
に
お

け
る
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め
て

い
る
。

　
　

公
用
車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を「
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
」と
し

て
有
効
活
用
し
、ま
ち
の
見
守
り
体

制
の
充
実
と
強
化
に
つ
な
げ
て
は

ど
う
か
、ま
た
民
間
に
も
拡
大
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

ま
ず
は
公

用
車
で
の
実
施
を
検
討
し
、そ
の
後

ご
み
収
集
運
搬
事
業
者
や
タ
ク
シ
ー

会
社
な
ど
市
内
に
お
け
る
民
間
事

業
者
に
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　
　
埼
玉
県
上
尾
市
で
は
、防
犯
カ

メ
ラ
付
自
動
販
売
機
を
市
の
公
費

負
担
な
く
設
置
し
て
い
る
。公
園
利

用
者
の
安
全
、安
心
の
確
保
の
た
め
、

本
市
で
も
取
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

市
内
に
お

け
る
防
犯
カ
メ
ラ
付
自
動
販
売
機

の
設
置
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、飲
料
メ
ー
カ
ー
の
意
向
確

認
や
先
進
自
治
体
の
事
例
、設
置
に

伴
う
課
題
な
ど
を
調
査
し
た
上
で

導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

•
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

•
聴
覚
補
助
器
の
積
極
的
な
活
用

　
に
つ
い
て

安
全
な
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

地
域
保
健
と
職
域
保
健
の
連
携

に
つ
い
て

笹
ささぬま

沼　康
やすひろ

弘　議員

山
やまぐち

口　哲
てつひで

秀 議員

質問

録画映像録画映像

録画映像録画映像

問

問

問

問

答

答

答

答

※

※
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

鹿
嶋
市
洋
上
風
力
発
電
事
業
に

お
け
る
雇
用
創
出
に
つ
い
て

教
育
施
設
の
遊
具
に
つ
い
て

　
　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、市
民

に
と
っ
て
納
得
感
の
あ
る
料
金
設

定
に
変
更
し
て
い
く
べ
き
と
今
ま

で
訴
え
て
き
た
。変
更
案
に
よ
る
４

分
割
の
方
が
市
民
に
と
っ
て
も
納

得
感
が
出
る
と
思
う
が
、B
地
区
の

方
が
、6
0
0
円
で
行
け
る
範
囲
に

ス
ー
パ
ー
と
薬
局
が
な
い
。6
0
0

円
で
行
け
る
よ
う
配
慮
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

※
変
更
案
で
は
同
一
区
内
の
移
動

は
6
0
0
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、こ
れ
ま
で
の

２
区
域
制
か
ら
、大
野
区
域
及
び
鹿

島
区
域
そ
れ
ぞ
れ
を
２
つ
に
分
け

る
細
か
な
運
賃
設
定
へ
の
改
定
を

予
定
し
て
い
る
。
一
部
の
利
用
者

に
と
っ
て
は
負
担
が
増
え
る
結
果

と
な
っ
て
し
ま
う
が
、一
般
の
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
と
単
純
比

較
し
て
半
額
以
下
で
移
動
が
で
き

る
。
値
上
げ
は
、受
益
者
負
担
と
い

う
観
点
か
ら
一
定
の
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
と
考
え
て
い
る
が
、皆
さ

ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検

討
課
題
と
し
て
い
く
。

　
　

病
気
の
影
響
で
車
を
運
転
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
難
病
患
者
も

割
引
制
度
を
使
え
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

難
病
患
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
と
同
様

に
、支
援
の
対
象
に
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
し
て
い
く
。

　
　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
労
働

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、洋
上
風

力
発
電
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。洋
上

風
力
発
電
事
業
に
お
け
る
雇
用
創

出
に
つ
い
て
、参
考
事
例
が
あ
れ
ば

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

政
策
企
画
部
長

政
策
企
画
部
長　

雇
用
者
数

は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
や
内
容
、

そ
の
港
が
使
わ
れ
る
期
間
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
る
。国
内
の
洋
上
風
力

発
電
事
業
者
は
動
き
始
め
た
ば
か

り
だ
が
、秋
田
県
の
能
代
港
で
40
名
、

長
崎
県
の
五
島
市
で
38
名
が
雇
用

さ
れ
た
。
た
だ
し
、こ
れ
ら
の
数
字

は
直
接
的
な
雇
用
者
数
で
あ
る
た

め
、地
元
企
業
が
関
連
す
る
作
業
を

受
注
す
る
好
循
環
が
そ
の
場
所
で
生

ま
れ
て
く
れ
ば
、地
元
企
業
で
の
雇

用
増
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
　
体
を
動
か
す
、遊
び
の
体
験
を

す
る
上
で
、学
校
施
設
の
遊
具
は
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、幼
稚

園
、保
育
園
、小
学
校
に
は
使
用
中

止
の
遊
具
が
多
く
あ
る
状
況
と
聞

い
て
い
る
。学
校
遊
具
の
現
状
と
更

新
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長

教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

現
状
と
し
て
保
育
園
や
認
定
こ
ど

も
園
の
遊
具
が
３
基
、幼
稚
園
の
遊

具
が
４
基
、小
学
校
の
遊
具
が
12
基
、

定
期
点
検
で
使
用
不
可
と
判
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、使
用
禁
止
と
し
て

い
る
。こ
れ
ら
を
一
斉
に
更
新
す
る

に
は
多
く
の
時
間
と
費
用
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、安
全
面
と
財
政
状
況

を
考
慮
し
て
順
次
撤
去
を
進
め
る

方
針
で
あ
る
。
撤
去
後
は
、学
校
と

協
議
し
な
が
ら
計
画
的
な
更
新
を

進
め
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努

め
て
い
く
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

•
消
防
分
団
の
今
後
の
方
向
性
に

　
つ
い
て

斉
さいとう

藤　裕
ひ ろ き

樹 議員

佐
さ と う

藤　信
のぶなり

成 議員

録画映像録画映像

録画映像録画映像

問

問

問

問

答 答

答

答

変更
前

変更
後 該当する大字 利用の多い目的施設

大野

A

大小志崎、武井釜、
浜津賀、荒井、
青塚、棚木、和、
津賀、武井、志崎

ウエルシア鹿嶋大野店
ヌカガストアー

B
角折、荒野、小山、
林、奈良毛、中

（デマンド型乗合いタクシー区域分け変更表：
　大野区域のみ記載　料金等の詳細は市HP参照）
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豊
郷
小
学
校

豊
郷
小
学
校
66
年
生
年
生  

一一い
ち
た
に

い
ち
た
に谷谷　　
心心こ
は
る

こ
は
る晴晴  

さ
ん
さ
ん

母
の
背
中
を
追
い
か
け
、
養
護
教
諭
へ

母
の
背
中
を
追
い
か
け
、
養
護
教
諭
へ

　

夢
に
向
か
っ
て
し
っ
か

り
と
し
た
姿
勢
を
も
っ
て

い
て
、
さ
す
が
児
童
会
役

員
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

（
内
野
・
中
薗
）　

―鹿嶋っ子の夢、　　　　　応援しています―きかせて !あなたの夢

「議会報告会」開催決定！
令和7年2月22日（土）
鹿島地区：鹿嶋市役所3階会議室　10：00～
大野地区：大野公民館2階会議室　14：00～

議会活動を知っていただくとともに、市民の意見を市政に
反映させるため開催します。どなたでもご参加いただけま
すので、お気軽にご来場ください。

議 T P C会 O I S

今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
の
農

家
へ
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
鹿
嶋
市
農
業
公
社
へ
取
材
を

行
い
ま
し
た
。農
業
は
人
や
地
域
、

未
来
を
育
む
大
切
な
産
業
で
あ
る

た
め
、
鹿
嶋
市
議
会
と
し
て
も
、

農
業
が
さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ
う

全
力
で
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
広
報
誌
を
通
じ
て
市
議

会
の
取
り
組
み
や
楽
し
め
る
企
画

を
お
届
け
し
ま
す
。

斉
藤　
裕
樹

編

集

後

記
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2/21（金） 本会議：開会
26（水）
27（木）
28（金）

本会議：一般質問
※28日（金）は予備日

3/3（月） 本会議：質疑・委員会付託
予算決算常任委員会

4（火） 予算決算常任委員会
5（水）
6（木）
7（金）

予算決算常任委員会分科会

10（月） 常任委員会

18（火） 本会議：委員長報告・討論・採決・閉会

次回の定例会は　   月　　　日（金）開会予定です。2 2   2121

開催日

会場

私
の
将
来
の
夢
は
、
養

護
教
諭（
保
健
室
の
先
生
）

に
な
る
こ
と
で
す
。

こ
の
夢
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
母

が
養
護
教
諭
と
し
て
働
い

て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と

と
、
自
分
の
体
調
が
良
く

な
か
っ
た
と
き
に
保
健
室

の
先
生
が
親
身
に
話
を
聞

い
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

そ
の
お
か
げ
で
、
体
調
だ

け
で
な
く
心
も
楽
に
な

り
、
学
校
に
通
い
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
今
は
夢
を

叶
え
る
た
め
に
、
医
療
に

つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、

児
童
会
役
員
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
で
、
人
と
の
関

わ
り
方
を
学
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
経
験
を
先
生
に

な
っ
た
と
き
に
い
か
し
た

い
で
す
。

鹿
嶋
市
に
は
、
子
ど
も

が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

公
園
の
遊
具
が
使
え
な
く

な
っ
て
い
た
り
、
公
園
に

行
く
ま
で
の
道
で
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
い
る
車
が

走
っ
て
い
た
り
し
て
、
危

険
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
も
っ
と
安
全
に
遊

べ
る
場
所
が
増
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
。


